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1. はじめに 

SIFT や SURF 等の局所特徴量を用いて対象の認識を行

う[2]とき，学習画像と入力画像の特徴点を用いて，その

照合によって認識を行う．しかし対象物体が必ずしも学

習画像と同じ向きを向いているとは限らないため，認識

したい物体を様々な向きから撮影した画像を用意して認

識処理することで，認識したい物体がどの方向を向いて

いても認識ができる[1]．ところが，認識したい物体にチ

ェック模様や水玉模様などの繰返しパターンが含まれて

いる場合，繰返しパターンの特徴量が似ているため，特

徴点同士のマッチングに誤りが生じ，物体の向きや物体

自体を誤認識する問題があった． 

そこで本報告では，SIFT 特徴量の類似性に基づいて繰

り返しパターンの検出手法を提案する．SIFT のオリエン

テーションを用いて繰り返しパターンの特徴点の検出を

行うとき，繰り返しパターン以外の特徴点も多く検出さ

れる．そこでコサイン類似度を用いて，特徴点同士の類

似度を測定し，特定の類似度を示した特徴点を繰り返し

パターンの特徴点と判断し検出する手法を提案する．特

に，類似度は画像によって異なることに着目し，各画像

に対して最適な類似度を調べ，繰返しパターンの特徴点

のみを検出する． 

2. 提案法 

繰り返しパターンのオリエンテーション値や特徴量は

類似しているため，それらに着目して繰り返しパターン

の特徴点検出を行う． 

まずオリエンテーション値を用いて，繰り返しパターン

の特徴点の検出を考える．処理の流れを図 1 に示す．学

習画像から抽出した特徴点のうち，任意の特徴点を基準

点として，その他の特徴点のオリエンテーション値を比

較する．比較している特徴点のオリエンテーション値が，

基準点のオリエンテーション値の±0.05[rad]以内の場合，

その特徴点にラベルを付け，ラベルの付いた点が 5 個以

上見つかった場合にそれらの点を繰り返しパターンの特

徴点と判断し，全ての特徴点が基準点になるように処理

する．この処理では繰り返しパターンの特徴点だけでな

く，繰り返しパターン以外の特徴点まで多く検出される．

これは繰り返しパターンとそれ以外の部分の特徴点の間

に，近いオリエンテーション値を持つ点が存在すること

による．そのため，画像から抽出される特徴点の総数が

多い場合は，繰り返しパターン以外の特徴点まで多く検

出されてしまう．そこで，特徴量に着目して特徴点同士

の類似性をコサイン類似度により測定することで繰り返

しパターンを検出する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 処理の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a) 減少量のグラフ                 (b) 平滑化グラフ 

図 2 特徴量の変化量のグラフ 

 

2.1 コサイン類似度を用いた特定類似度をもつ特徴
点検出 

特徴量同士の類似性をコサイン類似度を用いて算出し，

繰り返しパターンの特徴点の検出を行う． 

コサイン類似度は，ベクトル間の類似度を測るときに

用いられる手法である．SIFT 特徴量の対応付けにユーク

リッド距離を用いるとき，類似性の範囲を定めにくい．

コサイン類似度では式(1)に示すように類似度を 0～1 の値

で表わすことができる． 
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ba
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
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ここに ba, はそれぞれの特徴点の特徴量， ba , はそれぞ

れの特徴点のノルムを表す．繰り返しパターン同士のコ

サイン類似度は高い類似性を示すため，特定の値(閾値)以

上の特徴点を検出する．しかし固定の閾値では画像によ

って繰り返しパターンの特徴点が上手く検出されない．

これは，繰り返しパターンによって類似度の大きさが異

なるためであり，画像によってコサイン類似度の閾値を

変える必要がある．次節で最適な類似度を求める手法を

述べる． 

2.2 最適類似度をもつ特徴点検出 

コサイン類似度の特定の値を閾値とし，全ての画像の繰

り返しパターンを検出するとき，画像ごとに閾値が異な 
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図 3 最適類似度の選別 

る為，繰り返しパターン以外の特徴点も多く検出される

場合がある．そこでまず，画像ごとに類似度を 0.01 ずつ

減らしたときの特徴点の減少量に基づき特徴を分類する．

このようすを図 2(a)に示す．繰り返しパターンの特徴点

は，類似度を 0.01 下げただけでも多くの特徴点が消える．

また，繰り返しパターンの特徴点は類似度が高いため，

閾値とする類似度がある程度小さいと繰り返し部分の特

徴点は消える．このことから，各画像において，(ⅰ)類似

度が高く，(ⅱ)特徴点の数が大きく減少した後の類似度を

最適な閾値として決定する．類似度が小さいときにも減

少量が大きい場合があるため，3 次のローパスフィルタを

用いて局所的変化の影響を除去する(図 2(b))．繰り返しパ

ターンの特徴点は類似度が高く，一度に多く減少するこ

とから，グラフの極大位置を閾値として検出を行った．

しかし，極大を閾値にすると繰り返しパターンを検出し

きれない場合や，繰り返しパターン以外も検出される場

合があった．そこで極小部分を閾値として検出を行う．

ローパス処理した特性を用いて類似度の高い方から順に

グラフの極小位置を探し，最適な閾値候補(図 3 における

31 ff ～ )とする．極小位置を選ぶ際は， 1f の左側にある極

小部分は左右にある極大部分との差が小さいため，最適

な閾値候補からは外す．繰り返しパターンの特徴点は類

似度が高く，一度に多く減少することから，各極小位置

の中でも類似度が高く，減少量が小さい極小位置の類似

度を閾値として選ぶ．図 3 の例では，最適な閾値は 1f と

なる． 

3. 実験 

提案法の有効性を確認するため，背景や物体に繰り返

しパターンを含む画像や，カリフォルニア工科大学のデ

ータベース[3]内の繰り返しパターンを含む，計 8 枚の画

像で実験を行った．実験結果を図 4に示す．図 4(a)，(d)，

(g)は入力画像，同図(b)，(e)，(h)は SIFT 特徴の抽出画像，

同図(c)，(f)，(i)は提案法の結果を示す． 

図 4(a)の画像では，クローバー模様の部分が繰り返しパ

ターンである．同図(b)と(c)を比べてみると，(c)から，繰

り返しパターンを抽出していることがわかる． 

図 4(d)の画像では，星マークと横線部分が繰り返しパタ

ーンである．同図(e)と(f)を比べてみると，(f)では，自由

の女神や旗のシワ部分といった繰り返しパターン以外の

特徴点はあまり検出せず，繰り返しパターンの特徴点を

多く検出している．これも，繰り返しパターンが規則的 

に並んでいたために上手く検出することができた． 

図 4(g)の画像では，背景の障子枠が繰り返しパターンと

なる．同図(h)と(i)を比べてみると，(i)では，障子部分の

特徴点が検出され，盆栽にはあまり特徴点が出ていない

ことが確認できる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 4 提案法の結果 

その他の画像においても，提案法により繰り返しパタ

ーンの特徴点を精度よく検出されることを確認した． 

4. おわりに 

様々な角度から撮影された学習画像を用いて物体認識

を行う場合，物体に繰り返しパターンが含まれていると

き誤認識を起こす問題があった．そこで本報告では，コ

サイン類似度を用いて繰り返しパターンの特徴点同士の

類似度を測定し，特徴点の変化量を調べることで，画像

ごとに異なる繰り返しパターンの特徴点を検出するとき

の最適な閾値を求める手法を提案した．実験の結果，提

案法により繰り返しパターンの特徴点を抽出できること

を確かめた．しかし，すべての特徴点を評価して最適な

閾値を決定するため，処理時間がかかる．今後の課題と

して，処理時間の短縮などが挙げられる． 
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(d)入力画像 (e)SIFT抽出 
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